訴　　状

平成　　年　　月　　日

＊＊簡易裁判所　御中

〒***-****　＊＊県＊＊市＊＊＊丁目＊＊番＊＊
原告　＊＊　＊＊　印

電話　***－****－****
〒812-8621　福岡県福岡市博多区上呉服町１０番１０号
被告　三洋信販株式会社
上記代表者　代表取締役 松本　睦彦
電話　０９２－２７１－３４４８
過払金返還請求事件

訴訟物の価額　　金＊＊万＊＊＊＊円
貼付印紙額　　　　　　　 金＊＊＊＊円

請　求　の　趣　旨
1. 被告は原告に対し、金**万****円及びこれに対する平成**年**月**日から支払い済みまで年５％の割合による金員を支払え。
2. 訴訟費用は被告の負担とする。
3. この判決は仮執行することができる。
との判決を求めます。
請　求　の　原　因
１．被告の表示
被告は、全国に支店を持ち、原告のような消費者に対して小口の貸付を行う関東財務局登録の貸金業者である。
２．原被告との取引
原告は、平成**年**月**日から被告との間で継続的に金銭消費貸借取引を行い、金銭の借入れ、弁済を繰り返してきた。（甲第一号証(被告側からの取引履歴)）
3． 被告の不当利得
ところで、元々被告の原告に対する請求金額は、利息制限法を超過する無効な利息を元に計算されたものである。従って、利息制限法超過利息の弁済については、元本に充当されるべきものである。
そこで原告は、被告と契約を行った平成**年**月**日から、平成**年**月**日までの取引経過を、利息制限法所定の金利により再計算を行った結果、別紙計算書のとおり、金**万****円の過払金が生じた。これは、元本のないのにそれを知らずに支払ったものであるから、被告の不当利得金となる。
4． 悪意の受益者
被告は貸金業者であるから、利息制限法による引き直し計算をすれば過払いになることを当然承知しており、原告から弁済を受ける際、これを知りながら原告からの弁済を受けてきたのであるから、悪意の受益者として其受けたる利益に利息を附して返還する義務を負う。
そして被告は前記のとおり過払金の発生当初から民法704条所定の悪意の受益者であったのであるから、過払金に対してその発生当日から年５分の割合による利息を支払う義務がある。
以上を前提として、本件金銭消費貸借の取引経過について利息制限法にしたがった過払金に対する未払利息を計算し、追加借入元本に充当すると平成**年**月**日時点で、過払い金は金**万****円発生している。
5.結論

よって、原告は被告に対し不当利得返還請求権に基づく過払金金**万****円、並びにこれに対する平成**年**月**日から支払い済みに至るまでの年５％の割合による利息金の支払いを求める。
証　拠　方　法
1.甲第一号証　　　取引履歴（被告作成）
付属書類
1.訴状副本　　　　　１通
2.甲号各証写　　　　各１通
3.履歴事項全部証明書　１通
